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水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を
し
ま
し
ょ
う

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
四
度
以
下
に
な
る
と
、
水
道
管
や
水
道
メ
ー
タ
ー
が
凍
っ
た
り
破
れ
つ
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
北
向
き
に
あ
る
、
日
か
げ
に
あ
る
、
風
当
た
り
の
強
い

と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管
は
凍
り
や
す
い
の
で
防
寒
が
必
要
で
す
。

お
貸
し
く
だ
さ
い

水
巻
町
の
「
む
か
し
の
写
真
や
ネ
ガ
」

☆
冬
じ
た
く
は

こ
の
よ
う
に

○
水
道
管
は
、
保
温
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を

巻
い
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。
保
温

チ
ュ
ー
ブ
は
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
水
道
メ
ー
タ
は
、
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス

の
中
に
砂
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

つ
め
る
な
ど
し
て
保
温
し
て
く
だ
さ

い
。☆

も
し
も
水
道
管
が

凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

じ
ゃ
口
を
あ
け
、
タ
オ
ル
や
布
を
か

ぶ
せ
て
、
じ
ゃ
ロ
の
万
か
ら
ヌ
ル
マ
湯

を
ゆ
っ
く
り
ま
ん
べ
ん
な
く
か
け
な
が

ら
気
な
が
に
と
か
し
て
く
だ
さ
い
。

熱
湯
を
か
け
る
と
、
水
道
管
や
じ
ゃ
ロ

が
破
れ
つ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
道
料
金
の
支
払
い
は

便
利
な
口
座
振
替
え
の
ご
利
用
を

集
金
の
と
き

困
っ
て
い
ま
す

。
表
札
を
か
け
ま
し
ょ
う

。
犬
を
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

集
金
人
泣
か
せ
は
、
〝
表
札
の
か
か

っ
て
な
い
家
″
と
〝
犬
の
放
し
飼
い
を

し
て
い
る
家
〃
で
す
。

最
近
、
表
札
の
か
か
っ
て
な
い
家
が

多
く
、
水
道
料
金
の
集
金
を
し
て
い
る

と
き
「
ど
な
た
の
家
」
か
、
わ
か
ら
ず

非
常
に
困
っ
て
い
ま
す
。
玄
関
に
は
必

ず
氏
名
の
入
っ
た
表
札
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。ま

た
、
犬
の
放
し
飼
い
も
非
常
に
困

り
ま
す
。
門
を
開
け
る
と
犬
が
出
て
来

て
〝
ガ
ブ
リ
″
と
、
か
ま
れ
て
怪
我
を

し
た
集
金
人
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。
犬

炭
坑
が
閉
山
し
て
十
二
年
、
い
ま

で
は
町
の
よ
う
す
も
随
分
変
り
ま
し

た
。教

育
委
員
会
で
は
、
昔
の
町
の
姿

を
写
真
に
よ
っ
て
再
現
し
、
そ
れ
を

残
す
た
め
町
郷
土
史
研
究
会
と
町
写

真
同
好
会
と
一
緒
に
「
ま
ち
の
昔
の

写
真
集
」
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た

町
民
の
み
な
さ
ん
、
古
い
水
巻
町

の
写
真
や
ネ
ガ
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
ら
是
非
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

（
例
）
○
炭
坑
の
社
宅
や
そ
の
周
辺

の
風
景
　
○
坑
口
や
選
炭
場
な
ど
の

写
真
　
○
商
店
街
や
町
並
み
の
昔
の

風
景
　
○
農
村
地
帯
の
昔
の
風
景

も
し
、
音
の
写
真
や
ネ
ガ
を
持
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
5
8
年
1
月
3
0

日
ま
で
に
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

（

魯

2

0

1

・

4

3

2

1

）

は
、
つ
な
ぐ
な
ど
し
て
人
に
危
害
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

1
月
の
露
語
相
談

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
か
た
く
守

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

▽
日
時
　
1
月
ｉ
Ｏ
日
、
1
7
日
、
2
4
日

い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
（
日
本
間
）

▽
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

一
′
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′
、
．
∫
、
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．
．
′
－
．
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．
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－
…
．
．

末
・
年
始
役
場
業
務
の

醐刷

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
次
の
各
銀

行
で
口
座
振
番
え
が
で
き
ま
す
。
不
在

の
た
め
に
集
金
委
託
者
に
支
払
う
こ
と

が
で
き
な
い
方
は
、
便
利
な
口
座
振
替

え
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
は
、
各
銀
行
備
え
つ
け
の
口
座
振
替

え
申
し
出
書
に
必
要
事
項
を
書
き
込
む

だ
け
で
で
き
ま
す
。

口
座
で
の
引
落
し
は
、
現
在
毎
月
2
5

日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
え
を

ご
利
用
し
て
い
る
万
は
、

入
金
し
て
く
だ
さ
い

（
収
納
取
扱
機
関
）

。
遠
賀
信
用
金
庫

。
福
岡
銀
行

。
西
日
本
相
互
銀
行

。
遠
賀
都
農
協

（

前
日
ま
で
に

末
・
年
始
の
役
場
業
務
は
、
次
　
　
1
月
4
日
　
午

お
り
休
み
ま
す
。
ご
用
の
あ
る
　
◎
机
山
荘

万
は
早
め
に
お
す
ま
せ
下
さ
い
。

◎
役
場
一
般
事
務

1
2
月
2
8
日
　
午
後
か
ら
休
み

◎
身
障
者
セ

1

2

月

2

8

日

～

ｌ

休
　
み

1

2

月

2

8

日

◎
町
民
会
館

1

2

月

2

5

日障

㍗竺み

（　ン

1　タ

休日急病センターの診療

年末年始の開設日は12月31日から1月3日まで

診療時間：午前9時から午後5時まで

（ただし、1月1日は正午から午後5時までです）

（．休日急病センタ＿の場所晋20ト9999

1　水巻町大字下二576－4（国鉄水巻朗から南へ徒歩3分、医師会館西側）

（　※急病で止むをえない患者さん以外はご遠慮下さい。
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1月のし尿汲取予定日
4日　頃末（1、2、3、4、7、10区）、猪熊

6区

5日　頃末（1、7、8、16区）、林住宅、苫田
三（垣添町住）、

環境整備）

6日　頃宋（22、23区）
区、猪熊10区

7日　頃末（22、24区）
吉田三（2、5、
街（山ノロ団地）

8日．吉田三（1、2、

猪熊2区、15日まわり（

、吉田二6区、吉田三5

、吉田二（1、2区）、
6区）、猪熊3区、新生
、頃宋（15、25区〕

3、5、6、11区）、15
日まわり（太洋社）、猪熊（2、4、5区
）、頃未（松栄荘、18区）

10日　吉田三（緑風園）、頃末（松栄荘）、美吉
野、頃未（5区）

11日　頃末（17、19、20、21区）、美吉野、頃末
（12、13区）

12日　頃末（9、10、20、21区、みずまき苑）、
下二、伊左座、立屋敷、美吉野、頃末6区

13日　吉田一（4、5、6、7、8、9区、吉田
工場団地）、下二、吉田ニ（1、8区、川

端通り、本村）、頃末（11、14区）
14日　吉田二（3、5、6、13、14、15、16区）

古賀、新生街
17日　吉田二（3、4、6、7、8、9区、イワ

ゼ町住）、吉田一3区（月夜待）、机社宅、
古賀、机

18日　下二町住、二町住、吉田－3区（商店街）
吉田三（車返し）

19日．吉田団地（37－43、46～52梯）、二町住、
樋口（卯月、中井樋口）

20日　吉田団地（19～22、27－36、44、45、53－
57、94～101棟）、猪熊町任、15日まわり
（環境整備）

21日　吉田田地（1－6、8－10、16～18、23－
26、60－65、83～85、102～113棟）、古賀
県住

22日　吉田団地（7、11～15、66－73、76～82、
86～93、105、108棟）

24日　下二（1、2、3区）、吉田団地分譲、15
日まわり　Ｃ太洋社）、樋口、猪熊

25日　二（1、2区、野間町住）、吉田二本村、猪熊

26日　二、伊左座、樋口、猪熊
27日　二（1、2区）

二（4、10区、

囁通り）

下
川

ヽ

　

　

　

ヽ

）
水

相
称

，
ロ

は
樋

座
ｈ

左
荘

伊
葉，

双

28日　下二（5、6、7区）、伊左座（3、5区）

樋口、猪熊

29日　みずほ田地

31日　みずほ団地

－おねがい－

表札の出ていない家庭が増え扱取作業にも支障
が出ています。出来る限り表札等をあげてくださ
い。

母
子
手
帳
の
交
付

▽
。
時
＝
朋
㌍
一
年
前
1
。
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

▽
内
容
　
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、

母
子
手
帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の

説
明
、
個
人
相
談

※
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
1
0

日
以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

㊥
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ

い
。

母
　
親
　
学
　
級

▽
日
時
　
1
月
1
0
日
　
第
1
課

1
月
1
7
日
　
第
2
課

1
月
2
4
日
　
第
3
課

○
受
付
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

▽
場
所
　
第
1
課
と
第
2
課
は
役
場
西

別
館
、
第
3
課
は
農
業
団
地
セ
ン

タ
ー
（
農
協
水
巻
支
所
横
）

▽
対
象
　
初
妊
婦

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の

と
き
に
説
明
し
ま
す
。

4
ケ
月
児
健
康
相
談

▽
日
時
　
1
月
7
日
（
金
）

午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
西
別
館

※
4
カ
月
児
（
生
後
1
2
0
日
～
1
5

0
日
）
の
乳
児
に
対
し
て
、
ハ
ガ
キ
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の

届
い
た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
、

母
子
手
帳
と
バ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
し
て

お
い
で
く
だ
さ
い
。
な
お
転
入
等
で
ハ

ガ
キ
が
届
い
て
な
い
方
は
、
衛
生
係
へ

連
絡
し
当
日
お
い
で
下
さ
い
。

老
　
人
　
検
　
診

▽
日
時
＝
朋
詔
｝
謂
Å
時

▽
場
所
　
机
山
荘

▽
対
象
者
　
六
十
五
歳
以
上
の
人

日．・・ｌｑＪヽ′レ　…ＨｌｌｌＨ・・・’1宗＿・・・．り

1月の粗大ゴミ

収集について

第1土曜日が元旦に

なりますので、この地

域は1月に限り第3土

曜日に収集日を変更し

ます。

▽
検
査
内
容
　
検
尿
・
血
圧
測
定

個
人
相
談

澄
健
康
手
帳
を
、
お
持
ち
の
方
は
必
ず

持
参
く
だ
さ
い
。

乳
ガ
　
ン
　
検
診

▽
日
時
　
1
月
1
9
日
（
水
）

午
後
1
時
～
午
後
3
時

▽
場
所
　
遠
賀
保
健
所
会
議
室

▽
料
金
　
無
料

▽
医
師
　
遠
貿
病
院
外
科
医
師

▽
申
し
込
み
　
7
0
名
に
な
り
次
第
〆
切

り
ま
す
。
役
場
衛
生
係
へ
申
し
込
み

下
さ
い
。
電
話
で
も
よ
ろ
し
い
で
す

ｔ
・
・
三
三
三
…
：
・
一
ｌ
ｌ
一
ｌ
－
一
▼
三
…
≡
…
．
－
…
ｌ
～
ｌ
一
ｒ
二
三
三
…
…
－
．
．
一
ｔ
‘
′
’
・

かわうち　りようへい

川内　亮乎ちゃん
昭和57年3月16日生

（美薫曙）さんの長男

支えてやるとウサギのように

とびはね、伝い歩きも上手。い

つもじっとしていない、いたず

らっ子。元気に育ってネ。

（古賀団地2－203）
．ｔｔ．ｔ…1．°ｌ′ｔ．ｔ一．ｔＰ－′ｔ▼．－．ｔ▼ｔ．ｔ．‾ｔ°ｔ．ｔｌ‾－ＩｔＰｔｌ‾．▼

こぎ　けいこ

小木　桂子ちゃん
昭和57年1月21日生

（斐智窯）さんの長女

もうすぐ1歳。毎日元気いっ

ぱい部屋中ゴソゴソちらかしや

さん。タンコブ作ってニコニコ

思いやりのある子に育ってネ。

（垣添町営住宅）
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木
さ
＝
＝
言
吉
瀾
遥
ｌ

地
　
名
　
の

つ
い
で
に
遠
賀
の
地
名
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

ぅ
。
旧
遠
賀
郡
は
北
九
州
市
の
戸
畑
、
若
松
、
八

幡
両
区
そ
れ
に
中
間
市
を
合
せ
た
広
い
地
域
で
あ

っ
て
、
そ
の
中
心
を
な
し
た
の
は
遠
賀
川
河
口
一

帯
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
わ
が
国
の
稲
作
が
遠
賀

川
流
域
を
揺
藍
地
の
一
つ
と
し
て
い
る
う
え
、
こ

お
か

の
地
の
地
名
を
岡
（
崗
）
と
よ
ん
で
い
た
か
ら
、

で
あ
る
。
岡
に
つ
い
て
は
「
日
本
書
紀
」
に
「
船

み
た
ぢ
と

山
鹿
岬
よ
り
廻
り
て
岡
の
浦
に
入
り
、
水
門
に
至

る
」
と
あ
っ
て
、
岡
の
浦
は
遠
賀
川
河
口
の
入
海

み

な

と

水
門
は
今
の
芦
屋
、
岡
は
水
巻
、
遠
賀
両
町
一
帯

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
普
通
、
岡
は
低
い
平

地
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
い
う
岡
は
こ
れ
に
稲

由

　

来

　

口

　

遠

　

賀

作
の
で
き
る
豊
か
な
土
地
の
意
味
も
加
わ
っ
て
、

こ
れ
が
集
落
の
発
展
と
共
に
地
名
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
和
銅
六
年
（
七
二
二
）
に
一
字
の
地

名
は
ま
ぎ
ら
し
い
と
い
う
の
で
、
こ
れ
を
二
字
名

に
改
め
る
、
い
わ
ゆ
る
和
銅
改
訂
の
令
が
布
告
さ

れ
た
の
で
、
岡
は
遠
賀
と
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
　
「
遠
」
　
は
草
書
で
　
「
を
」
　
と
書
く
の
で

お

か

　

お

か

　

お

ん

が

岡
－
遠
賀
－
遠
賀
と
転
誰
を
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
同
様
に
水
巻
の
地
名
に
つ
い
て
も
「
水
」
は

み

す

ま

さ

　

み

ま

さ

　

み

ま

ｈ

°

「
み
」
と
よ
む
の
で
、
水
巻
－
水
巻
－
御
牧
と
変

遷
を
し
た
こ
と
は
、
前
記
に
て
ら
し
て
明
ら
か
でお

か

あ
る
。
し
た
が
っ
て
遠
賀
川
河
口
一
帯
は
初
め
岡

と
い
っ
て
い
た
が
、
の
ち
に
遠
賀
に
か
わ
り
、
鎌

倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
は
水
巻
、
江
戸

初
期
に
は
御
牧
、
そ
の
後
さ
ら
に
遠
賀
へ
か
わ
っ

て
い
る
。
な
お
岡
垣
に
つ
い
て
は
、
垣
を
「
か
き

ね
」
　
「
土
地
の
し
き
り
」
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
、

こ
れ
は
「
郡
境
の
岡
」
の
意
味
に
通
じ
た
こ
と
に

な
る
。ま

た
福
岡
の
地
名
は
、
初
代
藩
主
黒
田
長
政
が

博
多
に
築
城
し
た
際
、
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ

る
備
前
国
長
船
村
福
岡
の
地
名
を
と
り
て
福
岡
城

と
命
名
し
た
に
初
ま
る
。
こ
の
地
は
名
刀
の
生
産

地
で
と
く
に
福
岡
一
文
字
の
名
は
高
く
、
長
政
も

戦
国
の
世
に
生
ま
れ
て
な
か
っ
た
な
ら
ば
刀
鍛
冶

に
な
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

次
回
か
ら
は
水
巻
町
内
の
地
名
に
つ
い
て
書
い

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
文
）
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
　
会
長
　
柴
田
貞
志

ご

寄

贈

お

礼

次
の
万
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議

会
に
多
額
の
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
森
田
保
男
氏
か
ら
叙
勲
記
念
と

し
て
、
社
会
福
祉
増
進
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
金
一
封
の
ご
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。

◎
水
巻
町
商
工
会
婦
人
部
か
ら
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
感
謝
バ
ザ
ー
ル
の
売

上
金
を
、
長
崎
災
害
並
び
に
水
巻

町
の
身
心
障
害
者
（
児
）
福
祉
事

業
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
金
一
封

の
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
北
九
州
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
（
会

長
梅
本
牧
夫
氏
）
か
ら
歳
末
た
す

け
あ
い
「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
義
援
金
を
、
恵
ま
れ

な
い
方
々
の
た
め
に
役
立
て
て
は

し
い
と
金
一
封
の
ご
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

寄
付
の
　
お
礼

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

鯉
口
団
地
　
故
岡
本
　
徳
次
殿

岡
本
キ
ク
殿

机
　
　
故
武
下
ミ
ト
シ
殿

武
下
勝
義
殿

編
　
集
　
後
　
記

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
来
年
も
、
み
な
さ
ま
に
読
ま

れ
る
広
報
作
り
に
努
力
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ま
の
身
近
か
な
情
報
を

編
集
者
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

新
し
い
年
が
、
幸
多
い
年
と
な
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ロ
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

■

≡

暮

ｌ

≡

ｉ

■

≡

ｉ

■

≡

ｉ

！

≡

ｉ

！

≡

■

！

1

－

ｉ

！

！

！

ｉ

ｉ

≡

！

！

ｌ

ｉ

ｉ

≡

＿

ｉ

≡

■

ｉ

≡

■

血

（
　
ロ
編
集
水
巻
町
総
務
課
（
電
2
0
千
4
3
2
1
）

前
号
の
正
解

人
語
碁
正
解
Ｖ
 
Ｓ
の
字
に
見
え
ま

す
か
？
　
白
1
が
黒
の
面
稗
を
つ
め

て
い
く
、
当
然
の
手
で
す
。
白
3
・
5

を
決
め
て
白
7
か
ら
9
の
キ
リ
が
す

ば
ら
し
い
決
め
手
で
す
。

く詰将棋正解〉　3二金、同玉、2四桂、3

一玉、4一馬、同五、4三飛成、4二合駒、

3二桂戊まで九手詰め。

く解説〉　2四の地点が桂打ちの好所です。
金を捨てて桂を打つ、このとき2三玉なら4

一馬でかんたんですから、玉は元の3一に戻

ります。それならばと4一馬捨ての好手で解

決。

□
印
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


